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ホルガー・クナーク氏(ドイツ) 中里公造氏（川口モーニングRC） 第１０３６回例会　　No.１１

例会日；毎週火曜日19：30～20：30 　 例会場；G-Five１階会議室   

幹  事　昆　　裕司

会  長　菅野　秀光

           ロータリーは機会の扉を開く

          Rotary Opens Opportunities

Rotary Club of Satte Chuo

［開会］ 

［開会点鐘］ 

［国歌・ロータリーソング斉唱］ 君が代／奉仕の理想 

［ロータリーの目的唱和］  

［四つのテスト唱和］  

［ビジター紹介］  

国際ロータリー第 2770地区 

ロータリー財団資金推進委員会 

委員長 荒蒔良和様（さいたま欅 RC） 

 

 

米山奨学生  

シュレスタ・サファル君 

 

 

 

［会長挨拶］ 菅野 秀光会長 

皆さんこんばんは。先週遅ればせ

ながらGo To トラベルを使って 2泊ほ

ど旅行をして参りました。どの程度お

得感があるのかと思いましたが、予想以上にお得感が

ありました。大体旅費の半分程度の割引がありました。

しかしながらこれはすべて税金で、結局後で税金として

戻さなくてはならないと言うことを考えると、微妙な気持

ちがします。 

さて、本日は財団の地区役員の荒蒔様に卓話をお

願いいたしました。財団の仕組みは、なかなかわかりに

くいことがありますので、本日は卓話で勉強したいと思

っております。なかなかこの時期奉仕活動ができませ

んがせめて財団への寄付と言うことで協力を致したい

と思っております。簡単ですが、これを持ちまして会長

挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

［幹事報告] 昆  裕司幹事 

１、 ２０２１年国際ロータリー年次大会 

旅行参加者募集 

２、RYLA研修セミナー 

３、地区大会出席のご案内（加筆版） 

４、２０２０~２０２１年度第 1回オンライン RL１パート 1 

 開催のお知らせ 

５、米山記念奨学部門、学友会合同秋旅行のご案内 

６、ポールハリス FELLOW 感謝状： 

  村上会員、石橋会員 

 

［ロータリー財団感謝状贈呈］ 

ポールハリスフェロー  

石橋久充会員          村上  覚会員 

  

 

 

 

 

 

［米山記念奨学生へ奨学金授与］ 

米山記念奨学生  

シュレスタ 

・サファル君 

 

 

 



［本日の例会］ 

ロータリー財団外部卓話 

国際ロータリー第 2770地区 

ロータリー財団資金推進委員会 

委員長 荒蒔良和様 

 皆様、お疲れ様でございます。地区ロータリー財団の

荒蒔でございます。卓話の要請をいただきましてありが

とうございます。今日の卓話につきましては昆幹事さん

と内容を詰めさせていただきました。これからパワーポ

イントを使いながら進めさせていただきますので宜しく

お願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずはロータリーカード加入促進についての動画を

ご覧ください。ビデオの内容はスタンダードカードは利

用額の 0.3％、ビジネスカードは利用額の 0.5％がポリ

オ撲滅のために寄付されます。ロータリーカードの寄付

は 2003 年から始まって以来、年々増加しております。

日本にいる約９万人のロータリアンが全員カードを持っ

たら寄付額は年間 1 億 3500 万円にもなります。ワクチ

ン１本 63 円で計算すると 210 万人の子供が救えること

になります。ロータリーカードを使うことによって毎日の

ように寄付することができます。「みんなの力を合わせ

て、ロータリーカードで毎日世界を救おう！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.地区補助金 １３万から１４万円ほどで使用条件が少

なくて非常に使いやすい補助金となっております。 

昨年度幸手中央さんの地区補助金の使用予定は少年

野球教室ということでした。非常に地域密着型で使用さ

れているなと思います。 

2.グローバル補助金 海外向けの事業に対する補助金

です。金額的にも最低６００万円ということです。使用条

件もその年度内ということではなく、2～３年かけて使用

する補助金です。少し制約が厳しいところがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付をしたその年に使用できるのではなく、３年後に使

用が可能になります。３年間の中で運用投資により資

金を稼ぎながら、その資金を財団としての運用資金とし

て使っています。いろいろな福祉団体で寄付金が活用



されていますが、通常は組織としての運営に 20～25％

を回さざるを得ない訳です。職員の方の給料や交通費

等に使われる運転資金というものが必要となってまいり

ます。R財団がそのような組織と違うところは、自分たち

の運転資金は自分たちで稼ぐところですので、３年間お

預かりした寄付金を運用して、その収益で自分たちの

組織の運営費を捻出しております。お送りいただきまし

た寄付金をすべて事業のための補助金として使用でき

る状況にしているところが、ロータリー財団が評価され

ているところであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他クラブの補助金使用例といたしまして、自分のクラブ

の使い方について資料を載せさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界で良いことをするために、地区で、地域で根差した

活動をしながら、一方でグローバルを意識するといった

活動に補助金を使って行っていただきたいと思っており

ます。 

これで卓話を終わらせていただきます。ご清聴ありが

とうございました。 

 

［出席報告］ 

 

 

 

 

［スマイルボックス報告］ 

●昆 裕司会員 

 本日は、荒蒔様 有難うございました。 

●小林達郎会員 

 荒蒔さん、卓話ありがとうございます。 

●八木泰典会員 

 本日は、荒蒔様 有難うございました。 

●石橋久充会員 

 荒蒔様、卓話ありがとうございます。 

 サファル君、ようこそ！！ 

 

 

 

［閉会点鐘］ 

 

 

 

 

例会の出席は、ロータリアンに課せられた
最低の責任です。欠席の連絡は、必ずお
願い致します。

クラブ事務所　℡&Fax　　　0480-44-0056

公共イメージ委員会

森田　心　　中田　盛夫

会員数 出席免除 出席者数 MU 出席者数計 出席率

本日の例会 23 6 10 1 11 64.71%

前回の例会 23 1 18 5 23 104.55%
前々回の例会 23 5 10 2 12 66.67%

本日の合計 ¥4,000
本年の合計 ¥60,430


